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地域における金融機関数が減少し、自然に独占状況が発生したり、町村によっては金融

機関の店舗が１つも存続しない状態が出現することは、人口減少による自然の趨勢とも考えら

れる。こうした中でいかに地域に健全な金融機関が残り、地域の企業や経済の成長・発展を

支援できる状況を維持することができるかが金融行政の重要な課題である。

※ 東京都はモデルによる判定が不可能

■ ２行での競争が可能な地域 

□ ２行での競争は不可能だが、１行単独（一番行の 

  シェアが 100％）ならば存続可能な地域 

■ １行単独（一番行のシェアが 100％）になっても 

  不採算の地域 

（資料） 金融庁

図表 22 各都道府県における地域銀行の本業での競争可能性 

（モデルによる試算）


